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屋根・庇の下を通って
施設まで行けると良い

渋滞につながりやすい
交差点付近に搬出入口
を設けるのは良くない

数十台停められる主催者用
駐車場が必要ではないか

第3回検討会振り返り資料 Bグループ

搬出入口を地下
駐車場に設ける

駅や買物公園側から
の見え方を意識したい

緑道からの見え方
を意識したい

緑道からのアクセス
を考える必要がある

通行量が多く搬出入の動線に
は不向きである

市民文化会館跡地を

駐車場として整備する場合、
駐車場や総合庁舎からの
歩行者動線になることを想定
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7条緑道や緑橋通など、主要軸からの「施設の顔」の見せ方1

多方向からのスムーズなアクセスを可能にする動線計画の実現2

季節や天候に関わらず、快適に過ごせる共用空間の作り方3

検討ポイント

ゆとりのある屋外空間を
設け、建物をコンパクトに
まとめる

ホワイエエントランス
ホール

小ホール

凡例

歩行者動線
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自分が市役所や文化会館へ行く際は
４条通のバス停で降り、そこから歩く

第三庁舎跡地を駐車場として
整備した場合、魅力的な
アクセス確保の工夫が必要

総合庁舎の搬出入車
が停まっている

トラックがよく通る

無駄なスペースが生まれる懸念

現状の外観は

印象的なイメージ
がない

昔はエントランス前が
オープンスペースで、
噴水やガス灯があった

施設の顔をつくる上では、
オープンスペースが
必要かもしれない

駅側にもオープンス
ペースをつくりたい

建物に必要な面積を
圧迫する懸念

大ホール・小ホール・
展示室それぞれの
搬出入口があると良い

エレベーターでの搬出入にも
限界があり、搬出入口と
舞台は同一階の方が便利

地上で確保が難しいため
地下に設けることも検討

総合庁舎の死角部分
にフライタワーを配置

搬出入口は北東側
が良い

現状、総合庁舎の庇
の下を通って市民文化
会館に来る人がいる

南西側からのアクセスが
想定されるため搬出入は
東側にあると良い

オープン
スペース

緑道・総合庁舎前からつ
ながる一体的なオープン
スペースを設けたい

オープン
スペース

車椅子利用者用の
車寄せを考える必要

がある

冬は雪山ができ、敷
地内外からのアクセ
ス経路が限られる

現状、車寄せから
車椅子利用者がア
プローチしやすい

屋外でも待ち時間を
快適に過ごせるよう
屋根があると良い

道路幅は広いが、

中央分離帯で車の
出入口が限られる

６条通には観光客が
よく使うバス停がある

P

小ホール

現状よりも機能が増えた際に、
より多くの人が来館することを
想定する必要がある。

搬出入のしやすさを考慮し、
小ホールを大ホールの
北側に配置すると良い

搬出入口には待機
するトラックや荷捌
きの場所も必要

外から見ると分からない

斜めに配置すると、

緑道・駅側からランドマーク的な
見せ方ができるかもしれない
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